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2) 浅沼寓里「設惜投資決定のプpセスと基単 (1)一一大手電機メー カ}の事例一一JW経済論叢』
第130巻，第3・4号(1982年9・10月).23ページ。











































































































4) Arrow. K. J. and Hurwict. L. '・Decentralizationand Computation in Resource Alloca-
tion，" in Pfouts， R， W. (ed.)， Essays in Eco間開C$and Economet円 'cs，Univ町sityof North 
Carolina Press， 1960 






















































よ. iterationが多数回にわたることが想定され，それゆえ. monotonicity と
いう属性を持つプロセスが注目されるのであるが，大企業で観察されるプロセ
設i首投資決定のプロセスと基準 (2) く283) 31 























































設備投資決定のプロセスと基準 (2) (285) 33 



































































































































































は enterprise-specit1.cskil は.busine骨 speci6.cskil と shop-specificskiUを内に含む重層
的な概立てとしてとらえるべきだと考えてい"'0詳細はZIJ稿にゆずる。
















¥寸劇 49 1ペ51 1 52 I 53 1 54 1 55 I(di) 
電力機器・重電 111 148 48 57 
家庭電器 64 51 22 68 
警体報〉デ通パ信イシステム・電導スくうち半 117 110 50 169 
産業機械プラント 169 162 19 22 
交等通機器・自動車機器 68 37 12 32 
研究所 44 43 21 33 
本社支庖 15 21 24 13 




59 99 79 80 85 
120 109 100 133 172 
127 174 252 318 344 
(60) (100) (150) (230) (280) 
34 27 21 28 28 
50 45 45 66 58 
45 46 41 78 63 
18 16 9 72 70 























は1億円以上 B社では 5子力円以上， C社では 1千万円以上旬設備投資案件
が本社での審査を受けるノレーノレになっていることと照らし合わせると，半導体
製造ラインの増設やプラントの新設の場合には，従来のノレーノレが想定していた



































ディジタイザー l 230 1 
原図作成機 1 120 1 120 
パター Y ・ジェネレータ 1 190 1 190 
自動殖版カメラ 1 170 1 170 
現像装置 1 120 1 120 
コン J号レ -f) 1 170 l 170 
計 1，口口 1，000 
ウエハー処理
拡 散 炉 4 160 8 320 
塗 布 機 2 60 1 30 
目合露光機 2 60 3 90 
エピタキシーャル成長装置 1 70 l 70 
現 像 機 2 60 1 30 
蒸着装置 1 70 1 70 
膜成長装置 2 120 2 120 
イオン注入装置 1 180 1 180 
プロ 、. 1 15 4 60 
テ ス タ 1 60 2 120 
他 210 210 
計 1，065 1，300 
組 立
自動 7 ウ y タ 8 90 9 100 
自動ボ Y ダ 13 140 13 140 
モールドプレス 3 60 3 60 
言十 290 300 
検 査
テ ス タ 10 650 10 650 
他 150 150 






計 500 500 























(2) 工程。いわゆる ICないし LSIについて，工程の概略"を述べると.ま
ず量産に移行する前に，①研究開発および設計，②小規模試作，③量産試作，
の諸段階を経なければならない。次に，製造の工程は， (I)ずスク製造， (II) 
7) この組織改止では，事業部とセクター の中聞に全社で8個白事業本部が作り出された。筆者が




















































































































設備投費決定のプロセスと基準 (2) (299) 47 
やロット管理の改善など，伝統的な意味での士程管理のヨ Yピューター化によ
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設備投資決定のプロセスと基準 (2) (303) 51 
釈されうるようになったはずである。さらに，日米比較を前進させるためには，
アメリカの電機および半遺体メーカーにおいて，量産への移行段階の投資や試
作段階の投資が， どのようなプロセスと基準によって決定されてレるかを問わ
なければならないということが，一つの系論としていえるはずである。
また，今井・伊丹は i日本の企業では多くの場合に，設備投資計画・生産
計画は，一般にボトム・アップとL、う用語で言われているように，下部組織か
ら提案されていく」と述べているw。しかし，筆者が示したように，設備投資
計画作成のプロセスは，上からの方向づけと大枠の決定に対L，下から具体官守
提案を出して行くとし、う双方向のコミュニケーシa"のプロセスであり，情報
が分散的に保有されていることを前提にすれば，そうならざるをえないはずで
ある。一口仁「ボトム・アップ」というが，工場では，工場が所管する製品と
生産計画とを割り当てられ，また資金枠を割り当てられた上で，その中で種々
の創意工夫を行なっているのである。事業部本部のνへノレでは， さらに種々の
機能が加わる。日米企業比較をみのり多いものにするためには，双方向のコミ
ュニケーションが日米双方に存在することを共通の枠組として前提した上で，
その具体的なあり方の相違を調査し，その上で理論化を試みるべきであろう。
〔追記〉
前号でA社の設備投資決定のサイクノレを記述したさいに，読者が混乱することをお
それて記述を省略したが，実はA社の「年度計画」は，翌年度とその次の年度の 2年
分にわたって作られる。第1年度は半年きざみ，第2年度は 1年きさみの計画である。
但し，第2年度分は，次回の年度計画作成のきいに，見直しが行なわれる。今号の45
ページで述べたように，事業部門0年度計画作成は，実際には，本社からのガイドラ
イン提示前に始まっているが，こりさい目事業部本部はなんらかり準拠枠を必要とす
るo 45ベージでは，一般的に，これを中・長期計画と書いておいたが， A社では年度
計画白第2年度分が，その役割を果たしうるのである。逆にいえば， B社のように年
度計画を 1年分づっ作る場合には，中計の初年度分を， A社の長計の初年度分上りも
定量的に精密に作っておく必要が生じるであろう。
14) 前掲.149ヘジn
